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バキュームリークセンサー 
 
 
製品内訳 : ・バキュームバルブキャップ  ① ×1 
  ・バキュームバルブ  ② ×1 

・ バキュームポンプ ③ ×1 
・ 使用説明書(本書) 

 
 
 
 
 
 
 
 
電池をセットする : ・ ハウジングのカメラステー底面にリチウム電池(CR2032：別売)をセットします｡ 
   リチウム電池(CR2032)の＋(プラス)端子側を手前にして､リークセンサーに装着します｡ 
   ＋(プラス)／-(マイナス)の方向を間違えないようにご注意ください｡(図 1) 
   電池を取り外す際は､電池を(図 2)の矢印方向に押してください｡ 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
電源を ONにする : ・(図 3)の白丸がリークセンサーのスイッチです｡ 
  スイッチを ONにするとリークセンサーが起動します｡ 
 

・ 電池の消耗を避けるため､長期間使用されない場合はスイッチを 
オフにしてください｡ 

 
・ 電源を ONにした際のリークセンサーLEDの点滅具合で､電池残量が分かります｡ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リークチェックを : ・バキュームポンプを用いて､ハウジングのリークチェックを行います。 
    
   リークセンサースイッチを ON にした状態で､カメラをハウジング

にセットします｡ 
   バキュームバルブキャップを外し､バキュームポンプを用いてポ

ンプアクションを行ってください｡ 
   ポンプアクションに応じて､リークセンサーLED の発光色が変化し

ていきます｡ 
 

  

 

3回点滅 電池残量は十分です 

 

2回点滅 電池残量が少なくなっています 

 

1回点滅 電池を新しい物へ交換してください 
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実施する 
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        ポンプアクション直後は､LED が赤緑に点滅します｡ 
        そのままポンプアクションを継続してください｡ 
 
 
      緑色に点滅したら､慎重にポンプアクションを 1～2回追加してください｡ 

     ブザー音とともに､青色の点灯状態になったら終了です｡ 
 
 
 
 
 
 
 
     すぐにバルブキャップをセットしてください(画像 4) 
     そのままの状態で､ 5分後 に防止性能が確保されているかの合否判定が 
     でます｡ 

 
 
 
      ポンプアクションをやりすぎた場合､赤色に点灯します。 
      この場合､VCリークセンサーの電源をオフにして､ 
      リークチェックを始めからやり直してください｡ 
 
 
 
 
リークチェックの : ・LED が青色に点灯してより 5分後 ､合否判定がでます｡ 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
使用後のハウジング: ・バキュームリークセンサー起動時は､ハウジング内部が陰圧状態になっている

ため､そのままの状態ではハウジングを開けることができません｡ 
   ハウジングを開ける際には､バキュームバルブキャップを開け､バキュームバ

ルブの青色の突起を上に押し上げ(図 5)､陰圧状態を解除してください｡ 
 
 
 
 
ご使用後について : ・電池の消耗を抑えるため､リークセンサースイッチをオフにしてください｡ 
  また長期間使用されない場合には､リークセンサーよりリチウム電池(CR2032)をハウジングから 
  外してください｡ 
 

 

青点滅 OK｡ 問題ありません｡ 

 

赤点灯 

NG。水中での使用はできません｡ 

ハウジングメイン Oリングの状態を確認、グリスアップ 

した後、再度リークチェックをやり直してください｡ 

判定結果について 

(図 4) 

(図 5) 

開閉について 


